
令和2年12月第4回定例会
（全て　一問一答）

質問者 質　問　の　要　旨

（１）
大阪湾岸道路南延伸
について

・大阪湾岸道路の岬町への延伸要望に係る取り組みについて

（２）
岬町多奈川地区の道
路について

・
岬町多奈川港地区の災害時における円滑な避難を行うため全般の
道路の拡幅について

（１）
緊急通報装置設置の
再周知について

・

６５歳以上の独居状態のある方の緊急通報対策であるが、高齢者の
集まりにおいて、周知されていない状況を確認した。　対象者、その家
族のみならず、周囲、区や民生、などの取組みが継続的に必要であ
る。設置の状況と対象年代層別の独居状況の把握と今後の継続的な
周知対策について問いたい。

（２）
岬町暮らし応援商品
券の登録事業者換金
について

・

１２月４日が最終請求回であり、もしくは１２月２５日最終支払日支払
いとある。券の使用期限が１１月末であり、最終請求回が平日営業日
の、一日のみの設定は如何なものか。どの様な受付対応をしていくの
か。また、利用等の実績はどうか。

（３） 道路関係について ・

①(仮称)町道池谷向出連絡線について、TMでも触れなかったが、見
通しはどうか。　　②府道岬加太港線楠木から特にピアッツア入口か
ら小島区間が歩道が狭く危険である。別ルートの行楽路など検討出
来ないか。（岬町まち歩きマップ）。　　③みさき公園内の管理道路に
ついて、また新国道が出来るまで淡輪方面へのルートなどが言われ
たが，町道、新ルートなどの整備の構想は、検討されているか。

・
コロナ禍における外出制限や集会の自粛などによる自主防災組織の
活動はどうなったか？

・
大規模災害時にボランティアを受け入れる体制は準備されているの
か？

・
部署そのものを他の施設に移転するなど、本庁舎に勤務している職
員を徐々に減らしていくべきではないか？

・
各課に保管中の書類を電子化することで庁舎内にある書庫や本棚を
撤去できる。また、各部署で不要な椅子や机も処分して軽量化するこ
とで、大災害時の庁舎の傷み方も変わってくるのではないか？

（３）
岬町と阪南市の連携
について

・

先月阪南市長水野謙二氏が2期目の当選をされた。公約の中に、持
続可能な行政運営をしていくためには広域行政として課題に取り組む
ことを見据えた行動が欠かさないと言われている。岬町は地理的にも
生活圏的にも阪南市に近く、連携が進むことでお互いのメリットが伸
ばす事ができる。あらゆる面において共同歩調を探るべきではない
か？

・今後５年間の入学児童数の推移について

・小学校の統廃合について

・小中一貫校の取組について

裏面につづく

（２）

道工 晴久

谷﨑　整史

竹原 伸晃

（１）
災害に強いまちづくり
に向けて

耐震性能が低い庁舎
に求めるものは
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質問事項

和田 勝弘

（１）
教育環境整備に
ついて



質問者 質　問　の　要　旨質問事項

（１） 下水道について ・岬町内の１００％普及させる為、財政面などの課題について

（２）
ふるさと納税の返礼
品について

・国の助成金の活用、各団体、事業所の協力体制、町の方針について

（１）
コロナ危機を乗り越え
るために

・

新型コロナウイルスの新規陽性者が急増し、「第３波」の感染拡大が
発生している。住民を感染から守るために、さらなる対策の強化が必
要ではないか。
①PCR等検査の体制の現状とさらなる拡充について
②提案していた国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療の保険料
におけるコロナ減免制度の申請・審査の簡素化についての検討状況
について
③固定資産税のコロナ減免制度が設けられているが、周知と活用の
促進が必要ではないか
④コロナ危機が今後も継続することが予想されるもとで、町独自の支
援策を再度おこなうべきでは

（２）
「新たなみさき公園」
づくりについて

・進捗状況と今後の計画を問う

（１）
新たなみさき公園に
おける経過と進捗に
ついて

・
2回目のサウンディング型市場調査も行い、コンサル委託、選定委員
会設置準備など、進んでいるように見受けられる「新たなみさき公園」
ですが、その経過と進捗について、あらゆる角度からお聞きします。

（２）

岬町行政事務におけ
るペーパーレス化推
進と体系組織に囚わ
れないチーム創設に
ついて

・

今回岬町議会でも提案したペーパーレス化を行政事務にも早急に取
り入れ、業務効率化を図れば働き方改革にも繋がります。そして、効
率化が叶えば職員が更に業務に取り組める時間が生まれることか
ら、新たなチーム態勢を取り入れて、壁のない業務体制を構築するこ
とを提案します。

松尾　匡

出口 　実

中原 　晶


